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強磁性と強誘電性が共存するマルチフェロイックス物質は、それら秩序間の相互作用の有

無や起源によって、応用可能なデバイスが異なる。そこで今回、磁気秩序が電気分極を引き

起こすと言われている、スピン誘起のマルチフェロイックス候補物質 ACrS2 (A = Ag, Cu) に着

目した。この物質は 40 K 付近において常磁性から反強磁性に磁気転移し、それに伴って空間

群 R3m から Cm へ構造相転移し、A = Ag の場合では相転移以下の温度で電気分極の発生も

観測されている。これらは層状の異方的な結晶構造を持つが（図１挿入図）、現在までに単結

晶を用いた詳細な報告はない。 

本研究では、目的物質 ACrS2 (A = Ag, Cu) の単結晶育成をし、それを用いて基礎物性の評価

を行った。今回確立した単結晶育成法により、図１写真のような大型の板状単結晶を得るこ

とができた。広い結晶面からの X 線回折パターン（図１）より、この面は ab 面であることが

分かった。磁化測定から両物質とも 34.5 K 付近に、ネール点を持つ反強磁性体であることを

確認した。また、電気抵抗率（図２）は面内と面直で 2 桁も異なる異方性を示した。AgCrS2

の面直抵抗は、室温直下で測定限界の 10 kΩcm 以上となった。一方、CuCrS2は半導体的挙動

を示し 25 K 以下では面直抵抗率が 100 k Ωcm 以上となった。さらに面直抵抗にのみ 34 K に

異常があることを確認した。当日の発表ではさらに誘電率などの結果を含めて議論を行う。 
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